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Stepping into Ecology of a Dance: 



















































































































































































































































































Learning）」すなわち「正統的周辺参加（Legitimate Peripheral Participation）」の概念（以下 LPP）
である（Lave & Wenger 1991）。
　学校教育などに見られる「合理的」なカリキュラムに比して前近代的と見なされがちな「徒弟
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名、イギリスの De Montfort University からパフォーマンスを学んでいる大学院生２名、一般の参加
者３名」である（陸前高田 AIR ブログ、2017年２月６日のポスト）。
24　これについては、住田町役場で行われた「上演」への経緯についてのヒューズの説明を聞くことで
おそらく最もよく理解されるだろう。住田町役場でのヒューズの「上演」は、いわば事前の広報の段
階から（あるいはそれ以前から）既に始まっていた。
　　　散歩したりスーパーへ行ったり、どこへ行くにしても誰かと会って話をして、鹿踊を習っている
とか話す。上演に関していうと、玲奈や穂奈美と一緒にちょっとしたチラシを作って、即興のド
ローイングでこの土地や鹿踊や東峰神社を描いた。それでみんなの家を回って、お喋りをして、
チラシを渡して、「ぜひ来て」と伝えたり、公民館でお昼ご飯を作ったり…かなり色んな努力を
した。そうしたら地元の人たちがたくさん見に来てくれて、驚いたし、嬉しかった。何より来て
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くれたことにびっくりした。ふだん鹿踊を見ていない人がたくさん来てくれた、小さい子供を連
れたお母さんたちも。子供がたくさん来ていて、とても喜んだ。自分たちの文化を知るための入
口まで来てくれたわけだから。どこに座ってもいいし、歩き回っても、途中で出て行ってもいい
という風にした。完全に自由に。しかしみんな、割と普通にどこかに座って見ていた。（Huws 
2017b）
　　ここに読み取れるのは、ヒューズが、いわゆる近代的な舞台芸術の制度などからはかけ離れた、あ
くまでも日常的な社会生活の自然な延長として踊り（ダンス）を上演することを望み、集まった観客
もまた、少なくとも振る舞いの上ではそれに応じたという事実であろう。
25　2017年８月18日の聞き取り。
26　同上。
27　Sioned Huws ウェブサイト。
28　2017年８月19日の聞き取り。
